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256,949人
121,809人
135,140人
115,589世帯
191.69㎢

人口
男
女

世帯数
面積

平成26年4月1日現在（前月比）

（−622）
（−324）
（−298）

（＋2）

徳
島
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

徳
島
市
文
化
振
興
公
社
と
の
共
催

に
よ
り
、
市
民
参
加
型
の
文
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
目
玉
と
し
て
、
一
昨
年
か

ら
一
年
に
一
回
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
一
般
の
人
も
参
加
す
る
市
民
演

劇
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
す
み
れ
の
花
咲

く
頃
〜
タ
カ
ラ
か
に
阿
波
の
ジ
ェ

ン
ヌ
た
ち
〜
」
と
題
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
脚
本
に
よ
る
演
劇
を
上
演
。

市
民
23
人
が
、
阿
波
弁
な
ど
を
交

え
て
、
生
き
生
き
と
し
た
演
技
を

披
露
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
徳
島
市
芸
術
文
化

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
三
枝
成
彰

さ
ん
（
作
曲
家
）
の
助
言
や
指
導

を
得
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
せ
た
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ス

マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」

を
上
演
し
ま
す
。
徳
島
市
在
住
の

祭
田
力
さ
ん
に
よ
る
今
回
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
脚
本
で
は
、「
阿
波
お
ど

り
」
に
象
徴
さ
れ
る
徳
島
市
民
の

明
朗
さ
、
お
お
ら
か
さ
を
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
描

き
ま
す
。

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
概
要

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

［
と
き
］平
成
27
年
２
月
８
日
㈰
14

時
〜

［
と
こ
ろ
］文
化
セ
ン
タ
ー

「オペラ」はイタリアで誕生
し、ヨーロッパに波及しました
が、「ミュージカル」は、その国
の言語で歌われる歌、せりふ、
ダンスで上演される、いわば音
楽劇として、より庶民的で身近
なものとして誕生しました。

今回の市民ミュージカルは、子どもから大人まで
幅広い年代の皆さんが、世代を超え、互いに協力し
合い、稽古を重ね、一つの作品をつくり上げていく
素晴らしい企画です。

音楽や演劇の専門スタッフをはじめとする参加者
との出会い、交流を通じて、新たなネットワーク、
新たな世界が生まれるに違いありません。

一つの舞台作品をたくさんの人でつくり上げてい
く過程で、表現することの楽しさや喜びを分かち合
い、上演時にはこれまでにない達成感を得られるこ
とでしょう。

私は、このミュージカルを通じて、徳島市の皆さ
んとの絆をもっと深め、そして、徳島市の文化の振
興に少しでもお役に立てればと考えています。

ぜひ、私たちと一緒に新たな感動をつくっていき
ましょう。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

［
あ
ら
す
じ
］美
し
い
海
に
囲
ま
れ

た
島
・
シ
ー
モ
ア
王
国
が
主
催
す

る
「
音
楽
祭
」
に
徳
島
出
身
の
滝

沢
亜
子
が
12
歳
の
時
に
訪
れ
、
島

民
に
阿
波
お
ど
り
を
披
露
し
た
こ

と
か
ら
、
プ
リ
ン
ス
・
リ
カ
ル
ド

と
運
命
的
な
出
逢
い
を
す
る
。
し

か
し
、
中
東
の
国
々
と
の
紛
争
に

巻
き
込
ま
れ
て
…
…

［
出
演
者
］野
田
久
美
子
さ
ん
（
徳

島
市
出
身
、

女
優
、
上
写

真
）、
田
中

淳
之
さ
ん

（
俳
優
）、
公

募
の
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど

［
ス
タ
ッ
フ
］浅
香
寿
穂
さ
ん
（
文

化
セ
ン
タ
ー
芸
術
監
督
）、祭
田
力

さ
ん
（
内
藤
順
子
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
主
宰
）
な
ど

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
募
集

上
演
に
先
立
ち
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
出
演
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

［
対
象
］公
演
と
練
習
に
参
加
で
き

る
小
学
生
以
上
の
人

※
練
習
は
週
２
回
程
度
予
定
し
て

い
ま
す
。
５
月
19
日
㈪
、
６
月
27

日
㈮
・
28
日
㈯
、
11
月
５
日
㈬

は
、
三
枝
さ
ん
が
指
導
を
行
う
予

定
で
す
。

［
募
集
人
数
］50
人
程
度

［
参
加
料
］無
料

［
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
］５
月
10
日
㈯

18
時
30
分
〜
と
５
月
11
日
㈰
13
時

30
分
〜
、
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
実
施
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

［
申
し
込
み
方
法
］電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
で
、「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
参
加
希
望
」の
旨
と
名
前
、

電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な

ど
の
連
絡
先
を
５
月
７
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、
徳
島
市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
〈
〒
７
７
０
ー
０
８
５
１

徳
島
町
城
内
１

(（
６
５
３
）

２
１
８
５

（
６
５
３
）２
１
８

７
〉
へ

詳
し
く
は
、
徳
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

徳
島
市
で
は
、
三
枝
成
彰
さ
ん

が
直
接
市
内
の
小
・
中
学
校
に
出

向
い
て
音
楽
指
導
や
音
楽
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
「
三
枝
先
生
の
音
楽

教
室
」
や
、
国
内
外
で
活
躍
す
る

音
楽
家
な
ど
が
学
校
で
生
の
演
奏

を
披
露
す
る
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
（
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
）」
な
ど

も
実
施
し
、
次
世
代
の
文
化
を
担

う
人
材
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
多
様

な
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的

に
徳
島
市
の
芸
術
文
化
の
創
造
に

関
わ
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
生
か

し
て
、
芸
術
文
化
に
親
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

徳
島
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
、市
民
文
化
の
創
造
を
支
援
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
２
月
に
は
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ス

マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」
を
上
演
し
ま
す
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
徳
島
市
芸
術
文
化
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
三
枝
成
彰
さ
ん
の
助
言
や
指
導
を
得
て
上
演
す
る
も
の
で
、
現
在
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
舞
台
を
つ
く
り
上
げ
る
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
参
加
型
文
化
事
業

を
実
施

本
年
度
は
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

次
世
代
の
人
材
育
成
に

向
け
て

市
民
参
加
で
徳
島
の
文
化
を

盛
り
上
げ
よ
う

〜
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
〜

ミュージカルで新たな世界、
新たな自分との出会いを…

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

［
問
い
合
わ
せ
先
］
文
化
振
興
課

(（
６
２
１
）５
１
７
８

（
６
２
４
）１
２
８
１

▲市民の熱演が光った昨年の市民演劇＝文化センター

徳島市芸術文化創造アドバイザー

三
さえぐさ

枝 成
しげあき

彰さん
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

電話回線を使って病気や事故などの緊急
事態の発生を協力者に通報する装置を貸し
出します。

申請時には協力者が２人必要です。貸し
出し台数に限りがあります。
［対象］本市に住民登録している一人暮らし
で▷65歳以上の人（高齢者）▷総合等級１・
２級の身体障害者手帳を持ち、所得税が課
税されていない人（重度身体障害者）
［費用］装置と設置工事代は無料。修理代や
電話料金などは本人負担。
［申し込み方法］５月30日㈮までに▷高齢
者＝介護・ながいき課（(621－5176

624－0961）▷重度身体障害者＝障害
福祉課（(621－5177 621－5300）
——へ。

緊急通報装置の
貸し出しをご利用ください

ボランティア団体による道路の清
掃活動を支援する「みちピカ事業」
の参加団体を募集します。
［対象］町内会、企業、学校などの団体
［活動内容］市が管理する道路の清掃
および除草。集めたごみは、市の分
別方法に従って分別してください。
［支援内容］清掃用具の支給、傷害・賠償保険への加入費
用の負担、搬入されたごみの処理（無料搬入券の交付）
など※担当する道路には、団体名や事業名などを記した
表示板を設置することができます。
［申し込み方法］「みちピカ事業認定申請書」（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項を記入し、直接、
道路維持課（市役所５階）へ。
［問い合わせ先］道路維持課（(621－5338 655－
4999）

「みちピカ事業」の参加団体を
募集します

５月３日は憲法記念日です。
日本国憲法は、恒久平和、基本的人権の尊

重、国民主権を基本理念とし、昭和22（1947）
年に施行された平和憲法です。

この基本理念に基づき、昭和60年６月に
市議会で決議された「徳島市非核平和都市宣
言」も、平和主義の理念から市民の暮らしを
守ろうとするものです。

私たちは、これからもこの平和なまちで、
この自由で安全な暮らしを守り続けなければ
なりません。

憲法記念日を迎えるにあたり、あらためて
平和について市民一人一人で考えてみたいも
のです。
［問い合わせ先］総務課（(621－5017

654－2116）

平和について
見つめ直してみましょう

こ
と
し
３
月
14
日
、
伊
予
灘
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
徳
島
市

で
も
震
度
３
を
観
測
し
ま
し
た
。
幸

い
に
も
市
内
で
倒
壊
な
ど
家
屋
へ
の

大
き
な
被
害
は
報
告
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
国
の
地
震
調
査
委
員
会
に

よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
で
今
後
30
年

以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
の

地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
70
％
程
度

と
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
巨
大
地
震
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と

い
え
ま
す
。

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
は
倒
壊

す
る
可
能
性
が
高
く
、
倒
壊
し
た
家

屋
に
取
り
残
さ
れ
る
と
、
津
波
や
火

災
な
ど
の
二

次
災
害
か
ら

安
全
な
と
こ

ろ
へ
逃
げ
る

こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
本
市
が
実
施
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
積
極
的
に
活

用
し
、
地
震
の
被
害
か
ら
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

大
規
模
な
地
震
に
よ
る
住
ま
い
の

倒
壊
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
分
の
住

ま
い
が
地
震
に
ど
れ
だ
け
耐
え
ら
れ

る
か
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
地
震
に
よ
る
直
接
的
な
死
者

数
の
約
９
割
が
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る

圧
死
で
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
多
く
は

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
新
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
６
月

か
ら
適
用
）
を
満
た
さ
な
い
木
造
住

宅
で
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

も
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の

人
は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
耐
震
診

断
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。ま

た
、
昨
年
10
月
か
ら
、
平
成
12

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人
も
耐
震
診

■徳島市障害福祉計画（第４期）策定市民会議
障害者総合支援法に基づく「徳島市障害福祉計画」が平成26年度で計

画期間の満了を迎えることから、新たな計画の策定を予定しています。
新たな計画の策定にあたり、ご意見やご提言をいただく市民会議の委員

を募集します。
［募集人数］２人程度（応募書類により選考）
［対象］市内在住の20歳以上の障害者施策に関心がある人
［申し込み方法］「障害者が地域で暮らせる社会を実現するためには」をテー
マとした800字程度の小論文と、住所、名前、年齢、電話番号を５月20
日㈫（必着）までに、郵送または直接、障害福祉課（〒770-8571 幸町
２－５ 市役所南館１階 (621－5171 621－5300）へ。市ホー
ムページ「電子申請」からも申し込み可。

■高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会
「徳島市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」（平成27年度〜平成29

年度）の策定にあたり、広く市民の意見を求めるために設置する委員会の
委員を募集します。
［募集人数］２人程度（応募書類により選考）
［対象］市内在住の20歳以上で、介護保険サービス事業関係者でない人
［申し込み方法］「高齢者福祉」または「介護保険制度」をテーマとした
800字程度の小論文と、住所、名前、電話番号を５月16日㈮（必着）までに、
郵送または直接、介護・ながいき課（〒770-8571 幸町２－５ 市役所
南館１階 (621－5587 624－0961）へ。

断
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
耐
震
診
断
の
対
象
と
な

る
住
宅
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
申
請
受
付
期
間
］平
成
27
年
２
月
27

日
㈮
ま
で

［
対
象
と
な
る
住
宅
］市
内
に
あ
り
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
木
造
住
宅

①
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
住
宅
②
在
来
軸
組
構
法
、
伝

統
構
法
や
枠
組
壁
工
法
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
た
だ
し
、
木
質
プ
レ

ハ
ブ
工
法
や
丸
太
組
工
法
は
除
く
）

③
地
上
３
階
建
て
ま
で
の
住
宅
（
併

用
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
、
借
家

も
含
む
）
④
現
在
、
居
住
し
て
い
る

住
宅
⑤
住
宅
の
所
有
者
に
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と

［
募
集
戸
数
］５
５
０
戸
（
先
着
）

耐
震
診
断
後
、
地
震
に
対
す
る
強

さ
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
必

要
な
箇
所
を
補
強
す
る
な
ど
の
耐
震

改
修
を
お
勧
め
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

［
申
請
受
付
期
間
］11
月
28
日
㈮
ま
で

［
対
象
と
な
る
工
事
］次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
工
事

①
市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
受

け
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
改
修
計
画

に
よ
り
耐
震
性
が
「
一
応
倒
壊
し
な

い
」
と
な
る
工
事
②
高
さ
が
１
・
５

㍍
以
上
の
固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具

に
つ
い
て
全
て
を
固
定
す
る
工
事
③

本
年
度
内
（
原
則
平
成
27
年
２
月
28

日
ま
で
）
に
改
修
工
事
が
完
了
す
る

も
の
④
住
宅
の
所
有
者
に
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
⑤
建
築
基
準
法
の
違

反
が
な
い
こ
と

［
補
助
金
額
］耐
震
改
修
工
事
費
の
３

分
の
２
以
内
の
額
（
限
度
額
は
60
万

円
）

［
募
集
戸
数
］45
戸
（
先
着
）

本
市
で
は
、
徳
島
県
が
行
っ
て
い

る
「
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
の
交
付
決
定

を
受
け
た
人
の
う
ち
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
を
対
象
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

［
申
請
受
付
期
間
］平
成
27
年
３
月
６

日
㈮
ま
で

［
対
象
と
な
る
住
宅
］次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
木
造
住
宅

①
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
交
付
決
定

を
受
け
た
人
②
住
宅
の
所
有
者
に
市

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
③
建
築
基
準

法
の
違
反
が
な
い
こ
と

［
補
助
金
額
］徳
島
県
住
ま
い
の
安

全
・
安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

で
、
県
が
補
助
金
額
と
し
て
確
定
し

た
額
の
４
分
の
１
以
内
の
額
（
限
度

額
10
万
円
）

［
募
集
戸
数
］55
戸
（
先
着
）

◆

◆

◆

各
事
業
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
支
援
制
度
を
活
用
し

住
ま
い
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う

［
問
い
合
わ
せ
先
］
建
築
指
導
課

(（
６
２
１
）５
２
７
２

（
６
２
１
）５
２
７
３

▲みちピカ事業の
イメージキャラクター

耐
震
改
修
工
事
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

耐
震
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

福祉計画などを策定するための
市民会議と委員会の委員を募集します
福祉計画などを策定するための

市民会議と委員会の委員を募集します
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徳島市を訪れる観光客のガイド役として活動し
ていただく「とくしま観光ガイドボランティア」
の第７期生養成講座の受講生を募集します。
［とき］▶講座＝７月５日〜平成27年２月14日
（毎月２回程度・土曜日実施）▶実習＝開講中随時
［ところ］阿波おどり会館ほか
［対象］20〜69歳で、講座修了後にとくしま観光ガイドボランティア会の一
員として市内で活動する意欲と体力のある人（活動は主に土・日曜や祝日）
［定員］30人程度（選考）
［受講料］無料（保険料・資料代として2,500円が必要）
［申し込み方法］所定の申込書〈阿波おどり会館、観光課（市役所３階）、
徳島駅前観光案内所で配布。市ホームページからもダウンロード可〉に、
必要事項を記入の上、６月20日㈮（必着）までに郵送、メールまたは直接、
とくしま観光ガイドボランティア会（〒770-0908 眉山町茂助ヶ原
眉山山頂 モラエス館内 *tokushimakanbora@yahoo.co.jp）へ。
［問い合わせ先］観光課（(621－5232）

とくしま観光ガイドボランティア
養成講座の受講生を募集 徳島市と産業文化姉妹都市を結んでいる

北海道帯広市との子ども親善交流の参加者
を募集します。

この交流は、夏には帯広市から子どもた
ちを迎えて、一緒に阿波おどりや海水浴な
どを体験してもらいます。参加されたお子
さんのご家庭には、帯広市の子どもたちの
ホームステイの受け入れをお願いします。
冬には帯広市を訪問し、スノーラフティン
グ、スケートや白鳥見学などを体験します。
［定員］市内の小学校に通う小学４〜６年生７人程度（抽選）
［日程］▶受け入れ＝７月29月㈫〜８月１日㈮
▶訪問＝12月24日㈬〜27日㈯
［参加費］▶受け入れ＝約５,000円（集団宿泊費）
▶訪問＝約７0,000円（旅費・保険代）
［申し込み方法］所定の申込書（観光課で配布。市ホームページからもダウン
ロード可）で５月30日㈮までに、観光課（(621－5232 市役所３階）へ。

帯広市との子ども親善交流参加者を募集

徳島城博物館の嘱託員
徳島城博物館で来館者の受

け付けや館内整理などを行う
嘱託員を１人募集します。条
件など詳しくはお問い合わせ
ください。

身体障害者手帳（１〜６級）
を持っている人

５月15日㈭までに履歴書
を持って、直接、徳島城博物
館（(656-2525） ま た は
社会教育課（市役所11階
(621-5418）へ

赤ちゃんガラス製記念品制作
５月11日㈰9：00〜12：00、

13：00〜16：00 徳島ガラスス
タジオ（勝占町中須） 赤ちゃ
んの足形や手形のガラス製品
を制作します 足形３カ月児
〜／手形１歳児〜 各10人

（先着） １個4,000〜5,000円
同スタジオ（(669-1195）

５月14日㈬10：00
〜11：30 ふれあい
健康館１階 健康
運動指導士が正しいウオーキ
ングの方法と知識を話し、一
緒に実践します 医師から運
動制限を受けていない市民

（ただし、平成24・25年度
に開催したダイエットウオー
キング教室参加者は除く）
30人（先着） タオル、水分
補給用飲料、運動しやすい服
装・靴※更衣室はありません。

保健センター（(656-0534）

応急手当の実技講習会
５月18日㈰13：00〜16：00

東消防署（新蔵町１） 人
工呼吸法、胸骨圧迫、ＡＥＤ

（自動体外式除細動器）の取
り扱いなど

東消防署（(656-1195）、
西消防署（(631-0119）

相続セミナー
５月22日㈭14：00 〜16：00
ふれあい健康館 相続税の

基本知識についての講演 50
人（先着）

同館（(657-0190）

とくしま植物園の各教室
市内在住・在勤・在学の人

▶雑草いけばな教室

６月８日㈰10：00〜12：00
ヒメコバンソウ、ハナヌカ

ススキを使って 20人（抽
選） 700円
▶押し花ワークショップ

６月10日㈫10：00〜12：00
押し花ミニフレームづくり
10人（抽選） 1,000円
はがきに〈教室名/住所/名

前/電話番号〉を書いて、５月
10日㈯（必着）までに、とくし
ま植物園緑の相談所（〒771-
4267 渋野町入道45-1 (
636-3131）へ★電子申請可

５月11日㈰14：00〜15：30
四国大学准教授の須藤茂樹

さんによる解説と林家竹丸さ
んの落語 80人（先着）
※入館料が必要です。

同館（(656-2525）

個人・法人を問わず、売買
や相続などで森林の土地を新
たに取得した人は、面積の大
小に関わらず、土地の所有者
となった日から90日以内に、
取得した土地の市町村に届け
出をしてください。

農林水産課（(621-5245）

農作業事故にご注意を
６月10日㈫までは、｢春の

農作業安全確認運動月間｣ で
す。農作業における機械使用
中の重大な死傷事故が後を絶
ちません。作業時の安全確認
には細心の注意を払ってくだ
さい。特に、農業機械は収納
するまで安全使用・安全運転
に努めましょう。

農林水産課（(621-5252）

  犬を飼っ
ている人に
は、狂犬病
予防法によ
り飼い犬の
登録と毎年
１回の狂犬病予防注射が義務
づけられています。

狂犬病の予防注射を受けた
犬の飼い主に対しては、「狂
犬病予防注射済票（1.5㌢ ×
３㌢アルミ製のプレート）」
を交付しています。

徳島県獣医師会が指定する
動物病院以外の動物病院で注
射を受けた場合は、病院が発
行する「狂犬病予防注射済証」
を直接、市民環境政策課（市
役所10階）にお持ちになり

「狂犬病予防注射済票」の交
付を必ず受けてください。

１頭550円（交付手数料）
市民環境政策課（(621-

5206）

本年度から同一世帯に保育
所などに通う兄または姉がお
り、２人目以降の子どもが障
害児通所支援を利用している
場合は、利用者負担額が軽減
されます。※軽減措置を受け
るためには在園証明などが必
要です。詳しくは、障害福祉
課へお問い合わせください。

同課（(621-5171 621-
5300）

葬斎場改修工事を行います
徳島市立葬斎場の改修工事

を平成29年３月（予定）まで実
施します。工事中は騒音など
でご迷惑をおかけしますが、ご
理解ご協力をお願いします。

住民課（(621-5132）

観光客のために、５月３日
㈷〜６日（振休）9：00〜19：00
は、市役所東側駐車場（ＪＲ線
路沿い）を無料で開放します。

観光課（(621-5232）

危険物の出し方にご注意を
危険物をごみに出す際には、

次のルールを守ってください。
◆スプレー缶・ガスボンベ缶
の出し方
▶中身（ガス）を必ず使い切る
▶屋外の風通しの良いところ
で穴を開ける▶ほかの燃やせ
ないごみとは区別し、別の透
明か半透明のポリ袋に入れて、
燃やせないごみの日に出す
◆ライターの出し方
▶中身（ガス）を必ず使い切
る。使い切れないライターは、
ガス抜きをしてください。ガ
ス抜きの方法と注意事項は、
日本喫煙具協会ホームページ
をご覧ください▶燃やせない
ごみの日に出す

市民環境政策課（(621-
5217）

憲法週間無料法律相談を実施
５月15日㈭９：30〜15：30
徳島地方・家庭裁判所（徳

島町１） 弁護士による無料
法律相談（土地建物、金銭ト
ラブル、交通事故、夫婦間の
こと、相続問題、男女間の問
題、雇用関係など）※要予約

徳島地方裁判所総務課（(
603-0111）

更生保護にご理解を
犯してしまった罪をつぐな

い、社会の一員として立ち直
ろうとする人のために保護司
会の活動拠点として徳島地区
更生保護サポートセンター
が、徳島市社会福祉センター
２階（徳島町城内）に設置さ
れています。保護司が駐在し、
相談を受け付けています。

徳島地区更生保護サポート
センター（(625-6063）

市税（軽自動車税など）、国
民健康保険料、後期高齢者医
療保険料の納付や納付相談が
できる臨時窓口を開設します。

５月11日㈰・25日㈰8：30
〜 12：00 市役所１階正面
玄関入口コーナー 納付書が
なくても納付できます。当日
は市役所東側駐車場（ＪＲ線
路沿い）を利用できます。

納税課（(621-5077・5078）、
保険年金課（(621-5165）

募 集

今日から始めるウオー
キング教室

狂犬病予防注射済票の
交付を受けましょう

新たに森林の土地を取得
した人は届け出が必要です

市役所東側駐車場
を開放します

休日に市税・国保料・後期保
険料の納付窓口を開設します

11日㈰・25日㈰8：30 〜
12：00 市役所１階 住民
異動届、住民票 ･ 戸籍謄抄
本の交付、印鑑登録など

さわやか窓口相談室（(
621-5039）

祝日のごみ収集
５月５日㈪・６日㈫は平

常どおり収集します。

催 し

徳島城博物館寄席春席
｢落語で楽しむ江戸時代｣

おしらせ

５月の休日窓口
（毎月第２・４日曜日）

就学前障害児通所支援に係る
利用者負担の多子軽減措置
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札
幌
市
・
円
山
動
物
園
か
ら
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
「
ポ
ロ
ロ
」
が
と
く
し

ま
動
物
園
に
や
っ
て
き
て
も
う
す
ぐ
２
カ
月
を
迎
え
ま
す
。

新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
、
愛
ら
し
い
姿
を
み
せ
る
ポ
ロ
ロ
。
来
園
以
降
の

ポ
ロ
ロ
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
ポ
ロ

ロ
日
和
」
と
題
し
て
、
ポ
ロ
ロ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月
６
日
ま
で
、
ポ
ロ
ロ
の
生
い
立
ち
な
ど
を
ま
と
め
た
映
像
を

動
物
園
で
上
映
し
て
い
ま
す
。
ポ
ロ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
動
物
た
ち
に
会
い

に
、
動
物
園
ま
で
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

「手をとりあって歩む子に！」「どの子
にもみんなの力でしあわせを！」をテー
マに「子どもまつり」を開催します。多
数ご参加ください。
［とき］５月５日
10：00〜15：00
［ところ］徳島中
央公園（雨天時
は中止）
［内容］▷各種ス
テージショー▷スタンプラリー▷しゃぼ
ん玉▷竹馬づくり▷お茶体験▷おもちゃ
をつくろう▷かんたんなクラフト▷テレ
ビ体験▷わたがし——など
［問い合わせ先］社会教育課（(621－
5417）

［とき］５月３日〜６日各日9：30〜15：30
［ところ］徳島ガラススタジオ（勝占町中須）
［内容］お手軽吹きガラス体験とサンドブ
ラスト体験
［対象］吹きガラス体験＝小学４年生以上
（小学生の参加は
保護者同伴）
［参加費］▷吹きガ
ラス体験＝2,200
円 ▷ サ ン ド ブ ラ
スト体験＝1,000
〜 1,500円 ※ 申
し込み不要
［問い合わせ先］徳島ガラススタジオ
（(669－1195）

■雅の遊び〜投扇興王座決定戦〜
［とき］５月３日13：00 〜
［対象］小学生以上 ［定員］80人(先着）
［申し込み方法］当日12：15から受け付け
■百人一首競技かるた徳島県王座決定戦
(個人戦）
［とき］５月４日10：00 〜
［対象］小学生以上 ［定員］32人（先着）
［申し込み方法］当日9：30から受け付け
■お殿さま・お姫さまに大変身
［とき］５月５日13：00 〜
［対象］小学生以上
［定員］男女各40人計80人（先着）
［申し込み方法］当日12：15から受
け付け
※参加無料ですが、入館料が必要です。
［問い合わせ先］徳島城博物館（(656−2525）

徳島城博物館
ゴールデンウイークこども体験学習

徳島ガラススタジオ
ゴールデンウイークガラス工芸体験

徳島市子どもまつり

【５月３日】▷10：30 〜＝アニマル○╳クイズ▷11：00
〜＝アミンダ・オカリナ演奏▷13：00 〜＝絵本の読み
聞かせ▷14：00 〜＝アクターズスタジオ徳島校ライブ

【５月４日】▷12：00 〜・14：00
〜＝阿波酔連（阿波おどり）▷
13：00 〜 15：00＝押し花教室

（右写真）▷13：30 〜＝ビッグ
しゃぼん玉で遊ぼう

【５月５日】▷11：00 〜 11：30＝おしゃべりくまさん
紙芝居公演▷13：00〜15：00＝押し花教室

【５月６日】▷11：00〜・14：00〜＝「保育士ヒーロー
ブレイク」ショー（左写真）▷
12：30 〜 ＝「Shiwa Shuwat」
コンサート▷13：00 〜 15：00
＝木の実の人形工作

【期間中随時】竹トンボを飛ばし
て遊ぼう

［
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▶
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▲頭隠して…？ ▲とくしま動物園に到着したポロロ

▲ブイ遊びも大好き

◀
お
も
ち
ゃ
め
が
け
て
ダ
イ
ブ
！

ゴールデンウイーク期間中のイベント

ゴールデンウイークイベントゴールデンウイークイベント
とくしま動物園の

▲慣らし訓練中のポロロ▲ポロロの歓迎式典。たくさんの人に興味津々

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ「
ポ
ロ
ロ
」の
様
子
を

写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
♪


